
『現代⽇本⼈の相続観〜相続に関する意識調査より〜』

２０２１年6月
ＭＵＦＧ相続研究所



調査概要
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u調査名 ： 「日本人の相続に対する意識調査」

u調査対象 ： 40歳以上の男女
（相続経験の有無）

u調査地域 ： 全国

u調査方法 ： リサーチ会社を利用したＷＥＢアンケート

u調査時期 ： 2021年3月1日（月）～3月3日（水）

u有効回答者数： 本調査5,159サンプル
（事前調査10,000）



１.相続経験と相続手続きへの関与
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相続⼿続きへの関わり⽅

相続⼈を代表して相続⼿続きを⾏ったことがある

相続⼈として相続⼿続きに関わったことがあるが、相続⼈を代表として⼿続きをした
ことはない
相続で財産を受け取ったことはあるが、相続⼿続きに関わったことはない

年代別 親の存命状況

親の相続に関して、⼦が50代の場合、約7割が⽚親もしくは両親の相続を経験、同じく60
代では、9割が経験している。
⼀⽅、相続⼿続きへのかかわり⽅は、50代以上の各世代で4割以上が相続⼈の代表者とし
て⼿続きを⾏っている。逆に5割強は、積極的には⼿続きに関わっていない。

主体的な相続⼿続き実施状況（相続財産受取経験有）
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２.相続経験と相続への意識調査

相続意識をみると、⼦への財産は公平に均等配分の傾向が強いが、不動産は後継者、介
護をした場合は介護者に多く遺した⽅が良いとの傾向も併せてある。また、⼦には財産を遺
し過ぎない⽅が良い、という意⾒が親・⼦双⽅とも4割強となっている。
相続に対する意識

A計 B計 A計 B計 A計 B計 A計 B計 A計 B計

財産の細分化
を防ぐため、
後継者が

単独で相続を
受けた⽅が

良い

⼦供への財産
配分は

不公平感を
なくすために
均等に配分
した⽅が良い

不動産は後継
者が相続し、⾦

融資産は
残りの相続⼈で

平等に配分
するのが良い

不動産と⾦融
資産を
合算し、

平等に財産を
配分するのが

良い

被相続⼈(親)
と同居／介護を
した者には、財
産を多く渡した

⽅が良い

被相続⼈(親)
と同居／介護を
したからといって、
財産多く渡す必

要はない

親は⼦供に
財産を

残し過ぎない⽅
がよい

親は⼦供に
できるだけ

財産を残した⽅
がよい

親には
できる限り
財産を使い
切って欲しい

親には
できる限り

財産を遺して
欲しい
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配分は基本は均等派が主流だが、不動産や
介護者への配分に関してはその限りではない

相続者/被相続者どちらの⽴場であっても
財産はあまり残さない⽅がよいという意⾒が強い



財産を受け取る立場からの考察
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３.相続を受ける立場での意識調査（相続経験者）

これまでに相続を受けたときの負担・不満

相続経験時の負担・不満は、⼿続き、介護、財産把握／葬儀・墓選びの順に⾼い。

※相続経験ありベース

【相続発⽣まで】 【相続発⽣後】

(被相続
⼈の)
介護、
看護

経済的
負担

(⼊院費
等)

(被相続
⼈の)

認知機能
の低下

相談相⼿
がいない

家族の
協⼒が
ない、
少ない

相続⼿続
き

財産の把
握

葬儀、墓
選び 分割協議

親戚・
知⼈への

連絡
相続税

相談相⼿
が

いない
遺⾔の内

容
事業の継

承
負担感、
不満は特

にない
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３.相続を受ける立場での意識調査（相続経験の有無による比較）

今後相続を受ける際の負担・不安は、相続経験者／未経験者ともに、⼿続き、介護、税⾦、認知機
能低下が上位。尚、介護、認知機能低下や税⾦への不安は相続未経験者と経験者の乖離が⼤き
い。また、経験者層が負担・不安と感じているのは、相続⼿続き、介護・看護・税⾦・財産把握につい
てである。
今後相続を受ける際の負担・不安

【相続発⽣まで】 【相続発⽣後】

(被相続
⼈の)介護、
看護

(被相続
⼈の)認知
機能の
低下

経済的負
担(⼊院
費等)

相談
相⼿が
いない

財産
減少

相続
⼿続き 税⾦ 財産の

把握
葬儀、
墓選び

分割協議
で揉めそう

親戚・
知⼈への
連絡

相談
相⼿が
いない

遺⾔の
内容

相続⼈
調査

事業の
継承

不安は
特にない
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財産整理 死後の事務⼿続き
や財産処分 財産配分と承継 ⼊院や介護に

関する要望
家族へ遺す
メッセージ

３.相続を受ける立場での意識調査

事前に親に準備しておいてほしいこと_TOP5

事前に親に準備しておいて欲しいこと。財産整理や処分、配分などの財産関連事項が特に⾼く、つい
で⼊院や介護の要望、家族へのメッセージと続く。

財産に関することが上位
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54.8 

46.3 

25.3 

31.0 

19.8 

22.7 

相続についてわからないことを
積極的に調べるなどし、なるべく
⾃⼒で相続⼿続きを進めると思う

どちらとも
いえない

相続のことはよくわからないので、
他の⼈(兄弟、親戚、専⾨家など)
に任せられるものは任せると思う

３.相続を受ける立場での意識調査

相続にあたり、「なるべく⾃⼒で⼿続きを進める」は相続経験者で約55％、未経験者では約46％とや
や少なくなる。また、男性の⽅が⾃⼒志向が⾼い傾向がある（単純平均で7ポイント）。

相続への関わり⽅への意識

男性は年代が上がるほど、
⾃⼒で⼿続き派が増える
40代（45％）に⽐べ
70代（57％）と⾼い
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相続経験別

相続経験あり
(n=1,610)

相続経験なし
(n=3,549)

（％）



16.0 

13.2 

32.8 

32.1 

19.1 

19.4 

18.1 

17.2 

14.1 

18.0 

請求する
(法律で認めら
れているから)

請求するかは
その時の⾃分の
状況で変わる

被相続⼈の
意向なので、
請求しない

被相続⼈の考え
が理解できれば、
請求しない

争いたく
ないので、
請求しない
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遺留分侵害に対する対応の仕⽅

遺留分の侵害の請求者は、相続経験者で16％と未経験者より２ポイント以上⾼い傾向あり。
明確に請求しないは、経験の有り無しに違いはあるが、33％〜38％程度となっている。
また、「考えが理解できれば請求しない」は、⼥性の⽐率（20.0％）が男性（16.7％）よりも
3ポイント以上⾼くなっている。

相続経験別

相続経験あり
(n=1,610)

相続経験なし
(n=3,549)

（％）

３.相続を受ける立場での意識調査



財産を渡す立場からの考察



４.財産を渡す立場での意識調査

11

財産を渡す⽴場で⾒たときの負担・不安点は、⾃⾝の介護、認知機能低下、経済的負担がTOP3。
相続経験の有無により、⽣前に関する懸念は相続経験なし、相続発⽣後に関する懸念は、相続経
験ありの⽅が⽐較的⾼い傾向がある。

財産を渡す⽴場で⾒たときの負担・不安

59.3% 57.6%

39.1%

18.3%
12.8%

63.2% 60.8%
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高齢時の

介護・看

護

高齢時の

認知機能

の低下

経済的負

担（入院

費等）

財産減少
相談相手

がいない

35.5%

28.2% 27.4% 28.8%

19.8%

29.9% 27.3% 27.1% 25.6%
15.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%
相続発⽣後の負担・不安

相続経験あり（n=1,610） 相続経験なし（n=3,549）

配偶者の

高齢化

税金（税金

対策、納税

資金不足）

葬儀・埋葬
相続手続き

が煩雑

子ども同士

で揉める



39.3%

65.2%

70.0%

79.8%

83.3%

86.4%

45.0%

61.9%

66.8%

69.3%

70.4%

73.7%

80.0%

80.9%

83.8%

84.5%

35.7%

26.7%

22.6%

16.4%

14.0%

9.9%

37.5%

29.3%

25.3%

18.9%

15.9%

21.2%

11.2%

14.7%

12.3%

12.4%

25.0%

8.0%

7.4%

3.8%

2.7%

3.7%

17.5%

8.8%

7.9%

11.8%

13.8%

5.1%

8.8%

4.4%

3.9%

3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

その他 n=28

財産減少 n=909

相談相⼿がいない n=849

⾃⾝が⾼齢になったときの介護・看護 n＝3,198

⾃⾝が⾼齢になったときの認知機能の低下 n=3,086

経済的負担（⼊院費等） n=2,176

その他 n=40

相続⼈がいない n=785

⼦ども同⼠で揉める n=871

相続⼈多数（兄弟・甥姪） n=212

事業の承継 n=189

相談相⼿がいない n=643

葬儀・埋葬 n=1,403

相続⼿続きが煩雑 n=1,372

税⾦（税⾦対策・納税資⾦不⾜） n=1,422

配偶者の⾼齢化 n=1,633

必要だと思う わからない・どちらとも⾔えない 不要だと思う

４.財産を渡す立場での意識調査
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※回答者︓不安、負担を感じる⼈

今後ご⾃⾝が相続をする（財産を渡す）⽴場になる場合、終活等の対応が必要

財産を渡す⽴場で⾒たときに不安・負担を感じる多くの⼈は、終活の必要性も感じている⼈が多い。
全体単純平均で⾒ると、男性（71.0％）よりも⼥性（76.9％）の⽅が約6ポイント⾼い数値が出
ている。

相
続
発
⽣
後

⽣
前



４.財産を渡す立場での意識調査

13

6.9
9.7

12.7

47.6
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終活は、「⾃⾝の疾病を機に検討」が、突出して⾼い傾向がみられる。
その意味で、年齢という考え⽅というよりも必要に応じてとの考えが多いと考えられる。

終活を始めるタイミング

60歳以上 70歳以上
家族や周囲の
⼈の疾病時

⾃⾝の疾病時 わからない

(n=5159) (%)



４.財産を渡す立場での意識調査
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財産管理を任せたい相⼿は、⾝内が圧倒的に多く、⾼齢になるほど数値は⾼い。また、相続経験な
しで、⼦どものいる層（69.8％）と⼦どものいない層（46.5％）では、⼦どものいる層にその傾向が
顕著にでている。

財産管理を任せたい相⼿

(n=5,159) (%)

⾝内 59.9

専⾨家(公益法⼈) 25.5

専⾨家(⺠間) 18.2

信頼できる知⼈ 5.8

考えていない 13.6
（※5％以上の項⽬）

相続未経験で⼦どものいない層
の40-50代では、財産管理を専
⾨家に任せたい⼈がやや多めの
傾向がある。



認知計
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⼈に説明できるくらい
よく知っている

なんとなく知っている程度 全く知らない

認知計
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５.遺言/エンディングノートに対する理解と利用
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遺⾔/エンディングノートに対する理解

相続経験者／未経験者ともに、遺⾔の認知は9割超、エンディングノートも認知は9割前後。
但し、遺⾔もエンディングノートも、「⼈に説明できるくらいよく知っている」⼈は⼀部に留まる。
また、エンディングノートに関しては、全く知らない⽐率は、⼥性（5.8％）よりも男性（15.1％）の
⽅が⾼くなっている。

相続経験あり 相続経験なし

実務に関しての認知は低
い傾向

実務に関しての認知は低
い傾向

15.7 

11.7 

10.0 
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7.0 

7.7 

79.3 

75.0 

65.7 

60.3 

39.9 

34.3 

5.0 

13.3 

24.2 

31.7 

53.2 

58.0 

⼈に説明できるくらい
よく知っている

なんとなく知っている程度 全く知らない

n=

遺⾔ (1,610)

エンディングノート (1,610)

違
"
#
認
知

法的効⼒の違い (1,429)

それぞれに記載する
内容の違い (1,429)

作成にかかる
費⽤の違い (1,429)

開封の仕⽅の違い (1,429)

n=

(3,549)

(3,549)

(3,015)

(3,015)

(3,015)

(3,015)
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相続経験なし (n=2,813)

エンディングノー
トを書くきっかけ

がない

今エンディング
ノートを書いて
も、亡くなる頃
には希望が変
わっていそう

エンディングノー
トを書くタイミン
グがわからない

エンディングノー
トを書くのが⾯

倒である

エンディングノー
トの書き⽅がわ

からない

５.遺言/エンディングノートに対する理解と利用
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認知者のうち、エンディングノートを準備している⼈の割合は、相続経験者で約15％、未経験者で
約9% 。但し、70代以上は男⼥ともに、約20％が準備をしている。
準備していない理由は「きっかけがない」が最多で4割前後となっている。

エンディングノート準備状況 エンディングノートを準備していない理由_TOP5

※エンディングノート認知者ベース ※エンディングノートを⽤意していない⼈ベース

10.1 5.2 

84.7 

6.1 2.5

91.4

0%

25%

50%

75%

100%

相続経験あり (n=1,452)
相続経験なし (n=3,077)

紙媒体で
書き残している

デジタル媒体で
書き残している

(PCやスマホに保管
など)

⽤意していない



６.遺言に対する意識調査
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相続経験あり 53.4% 36.3% 27.0% 15.9% 12.7% 10.0% 9.6%

相続経験なし 50.0% 33.5% 20.5% 4.5% 19.9% 15.7% 2.8%

相続経験なし
（⼦どもがいる） 59.2% 43.7% 23.2% 5.5% 1.0% 3.9%

相続経験なし
（⼦どもがいない） 41.9% 24.6% 18.0% 3.5% 37.5% 28.6% 1.9%

遺⾔の必要性に対する意識

遺⾔が必要だと感じる⼈は、相続経験有無や⼦供の有無に関わらず4割強~4割半ば程度。
争いの原因になりそうなことを極⼒なくしておきたい、という思いが1番の理由である。
また、⼦供がいない⼈では、配偶者の兄弟や甥姪との話合いが⼤変というのも⼤きな理由となる。

遺⾔が必要と感じる理由
※遺⾔が必要だと思う⼈ベース n=2,274

45.5%

41.4%

43.5%

45.3%

28.7%

33.2%

30.9%

28.9%

16.3%

18.8%

17.5%

19.7%

9.5%

6.6%

8.1%

6.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

相続経験なし
（⼦どもがいない）

相続経験なし
（⼦どもがいる）

相続経験なし

相続経験あり

必要だと思う どちらともいえない 不要だと思う わからない

n=5,159



６.遺言に対する意識調査
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相続経験あり 27.0% 22.5% 22.5% 14.6% 12.4% 21.3%

相続経験なし 28.6% 12.6% 20.9% 8.8% 3.3% 35.7%

相続経験なし
（⼦どもがいる） 27.6% 13.2% 19.7% 11.8% 2.6% 31.6%

相続経験なし
（⼦どもがいない） 29.2% 12.3% 21.7% 6.6% 3.8% 38.7%
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相続経験あり 53.0% 38.4% 34.0% 30.8% 27.0% 12.2%

相続経験なし 54.3% 43.7% 34.1% 28.1% 29.9% 11.8%

相続経験なし
（⼦どもがいる） 59.9% 45.4% 38.0% 33.5% 26.0% 10.5%

相続経験なし
（⼦どもがいない） 49.3% 42.1% 30.6% 23.4% 33.3% 12.9%

遺⾔が必要だと感じる⼈が、専⾨家にサポートして欲しい内容は、残った家族に相続⼿続き負担をか
けさせない⽅法が最多、次いで税⾦のことが⾼い。
専⾨家のサポートが必要ないと感じる⼈が、その理由としてあげているのは、「揉める要素がないか
ら」が⼀番⾼く、次いで費⽤負担に関してとなっています。また、相続経験ありの場合、遺⾔書の書き
⽅を知っていることを理由として必要としない⽐率も同様に⾼くなっている。

専⾨家に相談したいと思わない理由専⾨家にサポートしてほしいこと
※遺⾔が必要だと思う⼈ベース n=2,274 ※遺⾔作成のサポートが必要ない⼈ベースn=271



７.遺言における専門家サポートニーズ

19

⾃筆証書遺⾔作成時に使いたいサービス

⾃筆証書遺⾔作成時に使いたいサービスは、書き⽅のサポート、相続⼿続き実施、相続対策相談の
順に⾼い。公正証書遺⾔作成時に使いたいサービスでは、相続⼿続き実施と相続対策相談の2つが
特に⾼いが、⾦融機関での遺⾔書保管も2割強が意向を⽰す。

公正証書遺⾔作成時に使いたいサービス

(n=5,159) (%)

書き⽅についてサポートするサービス 31.2

お亡くなりになった後の相続⼿続きを⾏うサービス 26.2

相続対策についての相談サービス 26.1

法務局で⾏っている保管サービス 23.4

遺⾔書を⾦融機関が保管し、お亡くなりになると相続⼈へ届けるサービス 19.9

わからない 20.8

使いたいものはない 18.4

(n=5,159) (%)

お亡くなりになった後の相続⼿続きを⾏うサービス 31.8

相続対策についての相談サービス 29.9

遺⾔書を⾦融機関が保管し、お亡くなりになると相続⼈へ届けるサービス 22.7

定期的に遺⾔内容の⾒直しを案内するサービス 21.3

わからない 23.4

使いたいものはない 19.9
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30%

40%

50%

相続経験あり (n=1,610) 相続経験なし (n=3,549)

相続経験なし＆⼦あり (n=1,746) 相続経験なし＆⼦なし (n=1,803)

７.遺言における専門家サポートニーズ

20

遺⾔作成時に紹介して欲しいサービスは司法書⼠紹介が最多だが、いずれも1-2割程度に留まる。
但し、さまざま専⾨家紹介を希望していることが⾒てとれる。
遺⾔作成時に⼀緒に紹介して欲しいサービス_TOP5

司法書⼠紹介 税理⼠紹介 後⾒⼈紹介
（任意後⾒制度・
成年後⾒制度）

⽼⼈ホーム
紹介

介護事業者
紹介

わからない 特にない



８.自身の財産について
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⽣前寄付の興味層は25％、遺贈の興味層は21％。但し、遺贈興味層のうち遺贈の相談先を知って
いる⼈は1割しかおらず、そもそも遺贈⾃体が知られていないことが最⼤の課題となっている。

遺贈/寄付への興味

⽣前寄付への興味 ・・・・・・・・・・・・

遺贈への興味 ・・・・・・・・・・・・・・・・

遺贈に興味関⼼を持つ理由

→但し、遺贈の相談先を知っている⼈は

わずか10％

（n=5,159） (1,058) (%)

社会に貢献したい 47.2

⾃⾝の財産は⾃由に処分したい 42.2

お世話になった⼈への感謝の気持ちを⽰したい 35.4

相続⼈に財産を遺しすぎるのは良くない 19.8

配偶者・⼦供がおらず、兄弟姉妹・甥姪に遺し
たいとは思わない

8.9

あてはまるものはない 4.7

25％
21％



８.自身の財産について
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インターネット完結型⼝座の保有率は65％で、７０歳以上でも５０％以上と⾼い保有率。

35.1% 64.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

⼝座⾮保有 ⼝座保有

76.0%
72.0% 71.5%

63.5%

54.5% 52.0% 50.9% 50.9%
50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

40代 50代 60代 70代以上

男性 女性

⼝座保有状況（全体）

⼝座保有状況（年代・男⼥別）



31.5 %
27.7 ％

11.9 ％

42.6 ％

22.5％ 22.2％

7.5％

54.3％

28.5％ 25.3％

9.6％

46.1％

17.2％ 19.5％

5.6％

61.5％

0%

20%

40%

60%

80%

相続経験あり (n=1,610) 相続経験なし (n=3,549)

相続経験なし＆⼦あり (n=1,746) 相続経験なし＆⼦なし (n=1,803)

８.自身の財産について
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ID・パスワード共有の準備をしている⼈は、相続経験者で6割弱、未経験者⼦がいない層では4割弱。

インターネット完結型⼝座の情報共有状況
※⼝座保有者ベース

いざというときに
IDやパスワードが分かる

ように準備している

取引があることは
知らせてある

IDやパスワードを
知らせている⼈がいる

何もしていない
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